
経営比較分析表（令和6年度決算）
神奈川県小田原市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 その他 417 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 28 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 災 地 輪 - - 417 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 417

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

186,464 24,393 非該当 非該当 ７：１ 417

Ⅰ 地域において担っている役割
　県西二次保健医療圏における基幹病院として、高度急性期・急
性期医療を中心に、県西地域唯一の救命救急センター・地域周産
期母子医療センター・地域がん診療連携拠点病院の指定を受けて
いるほか、地域医療支援病院として他の医療機関等との連携を図
るなど、公立病院に期待される医療を安定的に提供することで、
地域の住民が安心できる役割を担っています。
  また、臨床研修指定病院や特定行為指定研修機関など、教育施
設としても地域医療を支えるとともに、手術支援ロボットや遠隔
ICUの導入など、医療DXも推進することで、より安全でより高度な
医療を提供していきます。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 86.1 96.6 106.0 106.3 101.5当該値 123.4 125.2 121.1 114.5 105.4 当該値 68.7 80.9 91.7 88.0 90.7当該値 83.9 95.0 105.2 105.4 100.6

平均値 87.5 89.4 88.9 89.2 87.5平均値 103.9 106.6 103.5 96.8 93.6 平均値 68.4 68.2 68.4 70.9 73.5平均値 84.9 86.9 86.4 86.7 85.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

「①経常収支比率」「②医業収支比率」「④病床利用率」
　令和６年度は、救急・小児・周産期等の公立病院が担うべき政
策的医療と一般診療を両立し、多くの患者を受け入れるととも
に、最新機器を導入し、コンパニオン診断による分子標的薬を用
いてがん細胞に選択的に作用させる化学療法の導入など、積極的
にがん診療に取り組んだほか、適切な診療報酬の請求等、業務効
率の改善や経営強化に病院全体で努めたことで、病床利用率や入
院単価は高水準を維持したことなどにより、医業収支が黒字化
し、平成28年度以降９年連続で経常利益を計上しています。
　また、令和３年度から経営形態を見直し、地方公営企業法の全
部の規定を適用しており、令和６年３月に策定した「小田原市立
病院経営計画（経営強化プラン）」に基づき、公営企業の独立採
算の原則のもと、健全経営に努めてまいります。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 「①有形固定資産減価償却率」「②器械備品減価償却率」
　当院の建物は建設後40年以上が経過しているほか新病院開院に
向け、医療機器は定期的なメンテナンスを行い、できるだけ長く
使用するよう努めており、移設費用等も含め、随時更新するなど
効率的な運用を行っています。
　減価償却率の数値が平均値を超えていることから、他病院と比
べ当院の有形固定資産及び器械備品は老朽化が進んでいると判断
できます。
　現在当院では、令和８年春の開院を目指して新病院建設事業を
進めていますが、新病院完成までの間においても、疾病構造の変
化や医療技術の高度化に対応するため、医療機器等の計画的な整
備を進めていきます。

R06 R02 R03 R04

24.7 24.3 23.7 23.3 23.554.3 当該値79,024 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 63,766 66,386 69,418 70,803

66.4 57.6 50.8 50.513,916 13,517 13,002 13,041 12,192 当該値

18,423 19,190 19,216 20,167

当該値 73,480 76,528 76,576 79,474

28.3

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和６年度は、引き続き「断らない救急」と「患者中心の医
療」のスローガンのもと、救急・小児・周産期等の公立病院が担
うべき政策的医療と一般診療を両立するとともに、「小田原市立
病院経営計画（経営強化プラン）」に基づき、病院職員が一丸と
なり業務効率の改善や経営強化に努めたことで、令和５年度に引
き続き医業収支が黒字となったほか、平成28年度以降９年連続で
純利益を計上しました。
　人件費の上昇や物価高騰など、今後も医療を取り巻く環境は厳
しいと予想されていますが、新病院の開院に向けて、着実に事業
を進めていくためにも、引き続き経営改善に努めていく必要があ
り、地方公営企業法全部適用に移行した効果を検証するととも
に、更なる経営形態の見直しの可能性についても検討する必要が
あると考えています。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

56.0 平均値 26.2 26.3 26.3 28.020,434 平均値 56.7 54.2 53.9 54.172,068 平均値

R05 R06

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 69.8

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

42,225,432 42,176,374 43,072,295 43,774,460

平均値 40.8 40.4 33.8 29.9 30.4

76.0 78.5 76.9 77.6 当該値 44,541,94773.3 76.5 78.4 81.1 当該値 75.4

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 49,637,382 50,098,024 50,586,262 51,878,916 54,395,530平均値 69.8 69.7 68.8 68.6 69.5平均値 56.8 58.5 57.4 57.3 57.9
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④病床利用率(％)
【70.7】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

③修正医業収支比率(％)
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①経常収支比率(％)
【93.7】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


